
御案内の関連講座
シーボルト記念館 第36回 特別展

シーボルト記念館 TEL

E-mail

095-823-0707

日　時 11月16日 ㈯  14時～16時（開場13時30分）
講　師 武雄市図書館・歴史資料館 学芸員　古川　総一 氏
演　題 路をたどって　陸の道、水の道、そして蘭学の来た道

FAX 095-823-0170 
siebold@city.nagasaki.lg.jp

会場への
交通
アクセス

お問合せ先 ▼

【路線バス】「歴史文化博物館（旧「桜町公園前」）」バス停下車、徒歩3分。「市役所上」バス停下車、徒歩7分。
【路面電車】「桜町」電停下車、徒歩5分。「市役所」電停下車、桜町小学校方面へ徒歩8分。
【自家用車】 有料専用駐車場あり　　　  数に限りがございます。
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第
１
回 　佐賀県の西部に位置する武雄は、古くは古代官道が通る交通の要衝です。江戸時代には、肥前長崎路、い

わゆる「長崎街道」が通り、六角川を利用した水運も盛んでした。佐賀藩家臣として長崎警備を担うこともあっ
た佐賀藩武雄領では、江戸時代後期の領主・鍋島茂義が、積極的に蘭学の導入を図りました。長崎を通じて
西洋の珍しい文物を手に入れており、武雄と長崎をつなぐ道は、まさに「蘭学の来た道」と言えるのです。

日　時 11月23日 ㈯  14時～16時（開場13時30分）
講　師 西南学院大学　国際文化学部 教　授　宮崎　克則 氏
演　題 福岡の殿さまとシーボルト

第
２
回

　1828年3月(文政11)、出島にいたシーボルト(32歳)は、福岡藩52万石の殿さま黒田斉清(33歳)と「話」
をしました。彼らの「肉声」が聞こえるように再現します。「植物」が好きなシーボルト、「鳥」が好きな黒田斉清。
２人はともに30代前半の博物学者でした。どのような学問レベルの「話」をしたのでしょう。

長崎歴史文化博物館ホール
（長崎市立山1丁目1-1） ※いずれも同じ会場です。

シーボルト
記念館へ

場所

申込方法

（先着順）
定員130人

①電話
②FAX

095－823－0707 受付時間 9～17時 　月曜休館
095－823－0170 裏面の申込書を御利用下さい。

③ホームぺージ から専用フォームで申し込み
https://www.city.nagasaki.lg.jp/kanko/820000/823000/p042792.html

シーボルト著『日本』よりシーボルト著『日本』より



シーボルト記念館特別展関連講座申込書

期　間 月曜日休館令和6年11月1日 ㈮ ～ 12月1日 ㈰  
場　所 シーボルト記念館（長崎市鳴滝2丁目7-40）

期　間 令和6年11月1日 ㈮ ～ 12月28日 ㈯  

内　容 スマートフォンのデジタルスタンプラリー「RALLY」を利用し、シーボルトゆかりの場所を巡って
スタンプを獲得したら、獲得 数（3ヶ所以上）に応じて抽選で記念品を進呈します。

095ー823ー0170ファックス
送 信 先 ▼

特別展
「街道を行き交う」

デジタル
スタンプラリー

場　所 シーボルト記念館、出島、長崎歴史文化博物館、大村市歴史資料館、武雄市図書館・歴史資料館

参加希望者
（3人目）

緊急連絡先 電話番号  【　　　 　　（　　　　  　　）　　 　 　　　】（代表者のみで可）

氏

フリガナ

名

参加希望者
（2人目） 氏

フリガナ

名

参加希望者
氏名

希　望　回

第1回（11月16日 古川氏講演分）

フリガナをつけて
下さい

氏

フリガナ

名

第2回（11月23日 宮崎氏講演分）

希望する回の　  に〇をつけて下さい。両方の参加も可

本紙に書かれた個人情報は、シーボルト記念館特別展関連講座の申込受付事務にしか
使用いたしません。

関連行事


